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総 務 企 画 部
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画
調
査
課

会
計
課

国
際
課

電
力
・
ガ
ス

取
引
監
視
室

地域未来牽引企業／人材確保／リスキ
リング／産業インフラ／省力化・省人
化／DX推進／半導体産業／製造業／
創業・スタートアップ支援／産学官連
携／産業標準化／知的財産権etc.

東北経済産業局とは…
経済産業省の地方支分部局の一つであり、東北地域の経済や産業の発展を幅広い分野から
サポートしています。

組織全体の総合調整／予算執行／通商
／海外展開／地域サポーター／東北地
域経済の発展に向けた政策の企画・立
案／地域経済分析システム（RESAS:
リーサス）を活用した分析etc.

ナノテラス（一般財団法人光科学イノベーションセンター提供）

産
業
技
術
革
新
課

地 域 経 済 部

知
的
財
産
室

製
造
産
業
課

情
報
政
策
・

半
導
体
戦
略
室

企
業
成
長
支
援
課

地
域
経
済
課

産
業
人
材
政
策
室

総務企画部

地域経済部
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境
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循
環

経
済
課

資 源 エ ネ ル ギ ー 環 境 部

エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
課

資
源
・
燃
料
課

電
力
・
ガ
ス

事
業
課

電
源
地
域
振
興
室

カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

推
進
室

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
課

商店街・まちづくり／観光産業／コン
テンツ産業／消費者行政／事業承継・
再生／経営支援／資金繰り支援／下請
取引適正化／商工団体／伝統的工芸品
／地域ブランド／復興支援／水産加工
業支援etc.

エネルギー政策／ GX（グリーントラ
ンスフォーメーション）／カーボン
ニュートラル／リサイクル／サーキュ
ラーエコノミー／省エネルギー／再生
可能エネルギー／鉱業／電力・ガス事
業／電源地域振興etc.

「共感」・「協奏」・「変革」ともにつくる東北。
東北地域は、全国に先駆けて進む人口減少や少子高齢化、東日本大震災からの復興など多くの課題
に向かい合っています。このような中で、東北経済産業局は、経済産業省のブロック機関として、
東北地域の持統可能な経済社会の実現を目指した取組を進めています。こうした取組を推進するに
あたり、「共感」「協奏」「変革」を組織理念として掲げています。

産 業 部

資源エネルギー環境部

いしのまき元気市場（石巻市役所提供）いしのまき元気市場（石巻市役所提供）

商
業
・
流
通

サ
ー
ビ
ス
産
業
課

産  業  部

地
域
ブ
ラ
ン
ド

展
開
支
援
室

消
費
経
済
課

中
小
企
業
課

経
営
支
援
課

東
日
本
大
震
災

復
興
推
進
室

産
業
振
興
課

取
引
適
正
化

推
進
室

ア
ル
コ
ー
ル
室
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Message

Me sage

2050年カーボンニュートラルに向けて、水素エネルギー、洋上風力、地域新電
力、J-クレジット制度などに関わる業務をしています。早速難しい単語の羅列…と
思われたかもしれません。私も配属当初は不安に思うことがありましたが、何で
も答えてくださる上司・先輩に御指導いただきながら、業務に励んでいます。一言
でカーボンニュートラルといっても、単に温室効果ガス排出量を減らすだけでは
なく地域活性化と両立していくことが必要であり、最も重要な分野の一つである
エネルギー政策により幅広い視点で携わるため、勉強の日々です。

私は特に「J-クレジット制度」の推進に係る業務を担当しており、令和5年度には
この制度を活用して、仙台市内飲食店で森林保全に関わる実証事業を行いました。
若手でも意見が出せる場に自ら立候補して参画できる機会に恵まれていると実感
しました。

【飲食店のカーボンニュートラルに向けて（若手プロジェクト）】

資源エネルギー環境部 
カーボンニュートラル推進室 

三
みつ

橋
はし

みずき

「とーかく（東北経済産業局公式note）」
私たちは、仕事柄、地域の課題や震災復興に向き合い、奮闘する姿、文化や伝
統、地域資源を愛し、造り、磨く手、脱炭素化に向けた変革に真摯に取り組む
目、未来を変えるイノベーション技術、そんな活力に日々出会い、そうした方々
と語り合い、プロジェクトを共にし、一人の人間として、感動
し、興奮し、心躍らすことがあります。

「とーかく」では、そうした心揺さぶられた実体験を新人もベテ
ランもライターとなり、投稿しています。

経済産業局では、本省で策定した政策や事業等を、管内の企業等ステーク
ホルダーや国民に、真摯に丁寧に伝え、現場の声を聞き、信頼関係を築くこ
とが重要な役割だと思います。本省出向時、政策立案の経験をして多くのこ
とを学びながらも、それを実感しました。

そうした経済産業局としての広報活動が効果的に実施できるよう、HPやパ
ブリシティ (報道)、メルマガ、SNS等の広報媒体を運営、活用しています。
局職員自身がメディアになって、企業等に対面で情報発信することも多い職

場です。経済の現場でのお仕事
は、世の中を見る目線が磨か
れ、思考の幅が広がって、やり
がいがあると思います。「共感」・

「協奏」・「変革」ともにつくる東
北。ぜひ‼

カーボンニュートラルで東北地域に貢献

カーボンニュートラル推進室が事務局となり、若手職員
による「地域飲食店×森林J-クレジットプロジェクトチー
ム」が発足。仙台市内の飲食店９店舗の協力の下、若手職
員と飲食店で打ち合わせを重ね、森林Jクレジット寄付型
の特別メニューを設定、販売し、少し高価でも環境に配慮し
た商品を消費者は購入してくれるのか等を調査しました。

参加した職員からは「一筋縄ではいかない部分もありま
したが、本務とは全く違う分野に関わることができて勉強
になりました。」との声が上がりました。寄付額は21,010
円、オフセット量は、1.80t/CO₂でした。各店舗のCO₂排
出量削減に貢献しました。

経済の現場で伝わる広報を

課長課長補佐係長係員

職員からのメッセージ

（撮影協力）
Route227s‘Cafe TOHOKU 
by humming bird様

総務企画部 総務課 
広報・情報システム担当 

林
はやし

朋
とも

子
こ

課長課長補佐係長係員
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Mess e

Message

製造産業課は、地域を支えるものづくり産業全般の振興や、ロボット導入
等の省人化の取組の支援を実施しています。一方で、化学兵器禁止法や種の
保存法等に関して、事業者の皆さんの遵守状況を確認する業務も担当してい
ます。

東北地域は、話題の半導体産業や自動車産業等ポテンシャルの高いものづ
くり産業があります。また、現在私が担当している医療機器産業についても、
東北地域が生産を伸ばしており、国内でのシェアも大きい分野となっていま
す。現在、医療機器の開発支援拠点を中心に産学官で連携を深めて、更なる
医療機器開発支援に取り組んでいるところです。様々な施策も使ってもらわ
なければ効果を発揮できません。東北経済産業局の職員は、そうした施策を
必要としている企業等にいかに
届けるか、どのように効果的に
活用いただくかということに関
わることが多く、施策がその目
的を達するため、大事な役割を
担っていると日々感じながら仕
事をしています。

「地域サポーター制度」について
地域の皆さんと密接に連携しながら施策を広め、推進するための
制度です。
東北各県に「地域サポーター」を設置し、全職員が地元や愛着の
ある県等、いずれかの「県チーム」に所属しています。
各地域の総合窓口として、ご相談内容に応じた施策紹介やアドバ
イス等を行うとともに、事業者の方から“現場の声”を聞くための
企業訪問、自治体等とのネットワーク構築を行っています。

局の持つ幅広い視点と施策で地域を支える製造業を支援！

中小企業課では、地域経済社会の持続・発展に資するよう中小企業の事業
継続・活性化に向けて取り組んでいます。物価高や人手不足等、中小企業が
直面する多様な課題に対応するため、支援機関のネットワーク強化を促進し、
地域一体での中小企業に寄り添った対応を推進しています。

また、復興支援やものづくり分野の振興等、これまでも様々なプロジェク
トに携わりました。

復興支援では、水産加工業振興、ものづくり分野における半導体産業の振
興、いずれも東北地域を支える重要産業です。特に最近では、半導体分野に
おいて、地域の産学官の皆様の協力を得ながら、人材育成やサプライチェー
ンの強化方策等を検討、実践してきました。

地域の多様な意見を伺いつつ、俯瞰的に物事を捉え、複雑に絡み合う課題
を紐解きながら、政策効果の最大化を目指し対策を考え、実践していくので
すが、決して一人ではなく、関係する職員がチームとして取り組んでいきます。
それは困難な場面も多く有りますが、楽しくもあり充実感のある業務でもあ
るかと思います。

共に考え、楽しみ、行動していく。是非共に取り組んでいきましょう。

共に考え、 楽しみ、 行動していきましょう。

▲活動例:山形県サポーターによる自治体との意見交換会

地域経済部 
製造産業課 

佐
さ

々
さ

木
き

巧
たくみ

産業部 
中小企業課 

石
いし

川
かわ

俊
しゅん

介
すけ

様々な世代の先輩職員から、これまでの経験や仕事に対する想い、
また入局希望者へのメッセージを綴っていただきました。

課長課長補佐係長係員

課長課長補佐係長係員
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電源地域振興室では、名前のとおり、電源
立地地域（＝発電所等が立地する地域）の
振興に係る業務に携わっています。その中
でも私は、発電所等が立地する自治体が地
域振興等に活用できる交付金や、エネル
ギー構造の高度化に向けた事業に活用でき
る補助金の執行を担当しています。

8：25

10：30

12：00

13：30

15：00

17：30

「メンター制度」について
採用職員の皆さんが円滑に職場に馴染んでいただけるよう、

「メンター」とよばれる年次の近い先輩職員がサポートを行う制度で
す。採用職員の相談や質問に対して助言を行っています。タテ（上司）・
ヨコ（同僚）に限らず、ナナメ（先輩）の関係を構築し、職場適応を
サポートします！

登庁後まずメールや一日
のスケジュールを確認。
その日やるべき仕事を朝
一で整理することで、効
率良く仕事ができます！

登庁

電源立地自治体からの交
付金に関する相談に、オ
ンラインミーティングで
対応。個々案件に対し
て、自治体に寄り添った
対応を心がけています！

自治体担当者との
オンラインミーティング

仲のいい後輩を連れてラ
ンチへ！大好きな蕎麦を
頂きます。

ランチ

担当者会議に向けて、資
料を作成。上司に確認し
ながら、自分が発表する
際の資料を仕上げます。

会議に向けた資料作成

各種法律、規則等や過去
の経緯等も確認しなが
ら、交付金・補助金を執
行します。過年度の執行
状況がどうなっている
か、交付規則に適してい
るか、日々勉強です！

交付金・補助金執行の
ための書類調査

効率良く仕事を進めて、早
めに退庁。業務時間後は飲
み会やスポーツレク等がよ
く開催されています！

退庁資源エネルギー環境部 
電源地域振興室

揚
あげ

妻
つま

勇
ゆう

大
た

（３年目職員）

若手職員の１日
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東日本大震災復興推進室は、復興支援や水
産加工業を含む水産業の振興を担当してい
ます。各種イベントや説明会など開催して
いるほか、企業訪問、相談対応等を行って
おり、企業の皆様との距離が近く、どうす
ればお役に立てるかを考えながら、業務に
励んでいます。

8：30

10：30

12：00

15：30

17：30

「部内勉強会」について
各部において、若手職員や出向者等を対象に、職員間の交流や部の業
務理解を目的とした勉強会を行っています。 令和5年度は部内各課室
の業務紹介等を行うほか、 施設見学や企業訪問等、外部へと活動を広
げ、自分の所属課を越えて学ぶことができる機会となっています。

今日は午後から出張デー
です。一日元気に頑張り
ます。

登庁

当室では水産加工業向け
の人材確保支援事業を
行っており、今後の事業
の進め方について、担当
で打合せを行いました。
疑問点や業務を進める上
で悩むことがあれば、気
軽に相談ができる環境で
す。

内部での打合せ

民間事業者さんにご協力
いただき、「三陸常磐も
の」を使用したお弁当の
局内での購買企画を実施
しています。今回は有志
で一緒に食べます♪

昼休み

午後は出張に出かけま
す。行ってきます！

出張へ出発！

人材確保支援事業の一環
として、東京で大学生向
けのイベントを開催しま
した！イベントを通じて
参加いただいた学生の皆
様に、水産業界に親しみ
を持ってもらいました。

イベント開始

久々の東京で疲れまし
た。今日は直帰して明日
に備えます！

退勤

▲先輩職員との座談会（産業部）

産業部  
東日本大震災復興推進室

田
た

中
なか

結
ゆ

希
き

（８年目職員）

東北経済産業局の若手職員は、どのような仕事をし、どのような毎日を送っているのでしょうか？
若手職員2名のとある1日をご紹介します！
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○専攻と入局されたきっかけ
▷専攻と公務員を志望したきっかけを伺っ
てもよろしいでしょうか？
・大学では地球物理学を専攻していました。
公務員を志望したきっかけは、幼少期に地
域交流プログラムに参加したことです。地
域交流の場に参加して、異なる地域の同年
代と交流を深め友情を育むことができ、自
身の成長につながるようなよい経験をする
ことができたと感じたので、将来日本を担
う子どもたちにも同じような経験をしても
らいたいなと考えるようになりました。
○キャリアパス・業務内容
▷これまでのキャリアをお伺いしてもよろ
しいでしょうか。
・初めに配属されたのは、環境資源課とい
う部署ですね。総括として部全体も見渡し
ていました。採用面接において資源につい
て話したことが起因して配属されたのかも
しれません（笑）。
・その後、循環型産業振興課に配属され、
循環型社会の実現に向けて、研究会活動等
による産学官ネットワークのさらなる強化
や販路開拓等支援を通じて、関連産業の振
興に取り組みました。使用済み携帯電話等
の都市鉱山や使用済み超硬工具等を対象と
したマテリアルリサイクルシステムの構築
に向けた議論・試行に携わりました。非鉄
製錬業界における課題解決を志す研究会を
発足する等、東北の資源について学ばせて
いただきました。
・また、大学に出向し、産学連携担当とし
て、企業との共同研究開発に関する側方支
援、国の研究開発支援制度への申請支援等
に関わらせていただきました。東北地域の
事業者との共同研究に自ら代表者として携

わったこともありました。
・本省へ出向した際には、日本産業規格や
国際標準の整備・普及等を担当する国際標
準課に配属されました。日本産業標準調査
会事務局として、産業標準化法に基づいて
産業標準化に関する審議を担当したり、業
界団体等が行う国際標準化活動について予
算面で支援したりしていました。
▷実際に、研究での知識を用いる機会はあ
りましたか？
・あまりなかったですね（笑）。もちろん
これまでに学んだ基礎知識は大事だなと感
じる瞬間はありました。国際標準課では、
造形精度：±40μ以下、m/歩のような単
位の考え方の知識は役立ちました。技官、
事務官問わず、単位・数字等が何を意味す
るか考える力があればさらに楽しく業務に
向き合うことができます。
・自動車産業振興室への配属もありました。
事業者の要望に添ったOB人材活用支援の
他、ダイキャスト技術等に関する研究会や
プラスチック加工技術研究会の運営も担当
し、自動車関連産業のものづくり等につい
て勉強になりました。
・その他、復興支援業務（グループ補助金
の執行、水産加工物の魅力発信等）を担当
しまして、現在の「総務課」に至ります。
復興支援業務としては、ＡＬＰＳ処理水の
海洋放出に関する風評被害対策として、水
産加工物の国内・国外（東南アジア）への
販路開拓・拡大を目的とした展示会出展支
援などにも携わらせていただきました。
○巡り合わせ
▷様々な経験の中で、印象に残っている体
験をお聞かせください。
・福島県の双葉町役場へと出向をしていた
のですが、その際に東日本大震災がありま
した。役場職員として、双葉町の住民の皆
様と共に、さいたまスーパーアリーナへと
避難しました。
・震災の前日ですが、浜通りの経済人有志
があつまる勉強会に参加していて、双葉町
役場から経産局に戻ってからも勉強会に参
加することを皆さんと約束しました。震災
によりお互いに避難して、居場所が不明と
なっていたのですが、昨年、１２年ぶりに
再会できてうれしかったです。ご縁がある
方との関係を大切にしなければと、一層強
く感じました。
・これから入局される皆さんが技官とし
て、事務官として、どんなキャリアを歩ん
でも、支えていただいている方々との巡り
合わせを大切にしていただきたいと思いま
す。
○心がけていること
▷業務の上で、重要な点、大切にしている
ことはありますか。
・関心を高く持ち、誠実に人と付き合うこ
とは、大事だな～と感じます。あとはやっ
ぱりポジティブな方、前向きな方と仕事し

たいですね。
・私が携わらせていただいたエネルギー関
係の仕事では、振興の業務に限らず、法律
に基づく、執行業務がありました。産業振
興・技術開発等の推進業務に目を向けられ
がちですが、法律の執行、規制業務も重要
な職務であることを改めて意識することが
必要だと思っています。
○東北の技術を担う方々、求める技官。
▷様々なことを学んだと伺いましたが、実
際、ご自身の専攻からどのように広がった
のでしょうか？
・局の魅力の一つですが、電気、化学、マ
テリアル等の分類に問わず、その道のプロ
と出会える機会があることは、最良の経験
でした。私の場合も、そういう機会が多々
あったことが非常に幸運でした。
・研究するプロセスを学んでいること、自
分の専門分野を持っていることは非常にア
ドバンテージだと思います。一つのことを
深く研究した経験は、その分野の先進者と
話す上で、また、地域の人、技術の担い手
と会話をする上で、非常に重要だと感じて
いました。
・自動車やプラスチック、非鉄金属業界に
片足を入れてみると、面白い技術、話を
持った方が必ずいらっしゃいました。その
道のプロから学ぶことは多く、また、深く
考えさせられますし、こちらの問いが響く
と、先方との距離がグッと縮まる気がしま
す。
・好奇心をもつことで、学びが広がってい
きます。日々勉強していくことも重要です
が、疑問に思ったら迷わず聞くことも大事
です。そのとき、出会った人があなたの
キャリアとなります。技術者、その道で働
いている方と接する機会が、東北経済産業
局にはあります。
・同じ技官でも、ゼネラリストとスペシャ
リストがいると思います。一度、どのキャ
リアを目指すか考えてもよいのではないで
しょうか。
○突き詰めていきたい分野
▷今後携わりたい分野はありますか？ 
・資源には関わっていきたいですね。マテ
リアル分野、電気分野は、法律規制、技術
振興に関わらず注目していきたいと思って
います。今まで関わってきた非鉄金属等の
マテリアルリサイクルや洋上風力発電人材
育成等、資源・エネルギー関係の東北地域
の技術、それに伴う、国際標準規格等の分
野についても、総務課という立場も経験し
ながら、フォローしていきたいと考えてい
ます。
○最後に一言。
▷これから入局される方へ向けて、一言お
願いします。
私たちと共に、東北の技術を世界の
冠たる技術にしていきましょう！

メガワット級に東北を盛り上げよう！
～技官へのインタビュー～

総務企画部 
総務課 課長補佐

佐
さ

竹
たけ

義
よし

美
み
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私は当時２ヶ月間の育児休業を取得しました。取
得に際して、男性が育児休業を取っても大丈夫な
のかという不安がありましたが、上司や同僚の理
解やフォローもあり、お陰様で子どもの成長を感
じる貴重な日々を送ることができました。また、復
帰後もテレワークや休暇制度を用い、育児と仕事
をバランス良く取り組ませていただいております。
当局は多種多様な働き方ができる制度が充実して
おり、その制度を活用することに対して、とても
寛容ある職場だと思いますので、ワークライフバ
ランスも大事にしたいという方におすすめです！

４歳の男の子を育てながらフルタイムで働いてい
ます。出産後は約１年の育児休業を取得し、その
後復帰しました。復帰して１年～２年は、子の体
調不良で何度も保育園から呼び出しがありました
が、子の看護休暇やテレワークなど各種制度の活
用に加え、上司や同僚など周りのサポートのおか
げで乗り越えることができました。育児と仕事の
両立は大変なこともありますが、当局は子育てに
対する理解が深く、安心して働き続けることがで
きる職場だと思います。 

ワークライフバランスについて
男性の育休 女性の社会復帰

資源エネルギー環境部 
エネルギー対策課

亀
かめ

井
い

鉄
てつ

矢
や

産業部 
経営支援課

鈴
すず

木
き

奈
な

々
な

男性の育児参加の
ための休暇

最大5日
出産に係る子どもの養育のため、妻の出
産予定日の６週間前から出産後１年間ま
での間に５日まで取得可能な休暇です。
※別途配偶者出産休暇や育休等の取得も
可能です。

子の看護休暇

1年間に

5日まで
小学校に入学するまでの子どもの看護等
のため、１年間に５日（子が２人以上の
場合は10日）の範囲内で特別休暇を取
得することができます。

育児時間

1日

2時間まで
子供を養育するため、子供が小学校に入
学するまでの間、１日を通じて２時間を
超えない範囲内で勤務時間を短縮するこ
とが可能です。

平均残業時間

月平均
15.7時間
（令和5年度実績）

男性育休取得率

100％
（令和5年度実績）

月イチ年休の
取得率

79.3％
（令和5年度実績）
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新規採用職員（令和5年10月入局）

経験者採用職員（令和5年4月入局）

私の所属する課では、商店街振興、ヘルスケア、観光コンテンツなどを担当
しております。

入局から半年ですが、たくさんの人、場所、情熱と出会い、日々発見や刺激
を得ています。特に印象的だった業務は、大阪万博を契機とする企業の取組発
信支援に携わったことです。入局して最初に作成した広報資料をもとに、企業
への情報発信、説明、申請のブラッシュアップを一貫して行うなど、事業者の
前向きなチャレンジを実際に後押しする経験ができました。

年度途中での入局には不安や迷いもありましたが、いつでも気軽に質問でき
る環境があり、スムーズに馴染んでいくことができました。また、業務内外を
問わず交流の場も多く、風通しの良い明るい雰囲気が最大の魅力だと思いま
す。

ぜひ、熱意のある皆さんの入局をお待ちしています！

前職では信用金庫で主に法人営業に従事し、預金や事業性融資、補助金支援
などを行っていました。日々、経営者や実権者と第一線で向き合う中で培った
傾聴力は、様々な機関と協働する当局においても役立っていると感じていま
す。

配属となった東日本大震災復興推進室では、被災地域の雇用創出を図る補助
金や、被災企業の施設や設備の復旧を支援する補助金など、当局だからこそで
きる、やりがいのある業務に携わらせていただいております。

また、入局後感じたのは組織としての風通しの良さです。年齢や職位に関係
なく提案や意見を聞いてもらえる風土があり、自分次第でやりたいことに関わ
るチャンスをつかめる環境だと思います。ぜひ東北の持続可能な成長のために
一緒に働いてみませんか。

産業部 
商業・流通サービス産業課

和
い ず み

泉 大
たい

河
が

産業部 
東日本大震災復興推進室

佐
さ

藤
とう

花
か

奈
な

＼私たち新入職員です！／＼私たち新入職員です！／

職員へ ンタ新入職員へインタビュー
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FAQFAQ

職員のみなさんはどこから
通っているんだろう？
通勤手段は？

技官の職員はどれくらい
いるのかな？

大卒初任給

196,200円
（令和６年４月一般職員
（大学卒業）の場合）

技官の割合

Q 休日や休暇制度について教えてください。

休日は完全週休２日制で土・日曜日＋祝日が休日です。休暇制度については、年次休暇（有給休暇）、特別休暇（夏季、結婚、
出産、子の看護など）が整備されており、「男の産休」（妻の出産や育児参加にともなう休暇）取得などを特に奨励しています。
また育児・介護などのライフイベントにより働き方が多様になる方でも活躍できるよう、フレックスタイムやテレワーク
などの制度も充実しています。

A

Q 各種手当について教えてください。

各種手当については、地域手当や住居手当、通勤手当、超過勤務手当、単身赴任手当などがあります。A
Q 異動・転勤について教えてください。

人事異動は、各人の能力を十分に発揮できるよう、毎年職員から希望調書をとり、適正などを勘案し総合的に決めていま
す。若手職員は局の業務を幅広く経験し、豊富な知見を身につけられるよう、概ね1 ～ 2年ごとに異動があります。A

Q 研修制度はありますか？

採用時には、東北経済産業局内での研修に加え、経済産業研修所（東京都東村山市）において、数日間の新規採用職員研
修があり、経済産業省で働く心構えや基礎知識を学ぶほか、全国の同期と交流を深めることができます。その後は、業務
に必要な会計知識を習得するための研修や、個人のスキルアップを目指すＰＣ研修等も用意されています。役職ごとの研
修や専門的な業務に従事する職員向けに参加者を限定した研修もございますが、基本的には個人のスケジュールが合えば、
いつでも誰でも参加可能です。また、局内の課室が企画・実施する研修や、若手職員を中心とした勉強会もあり、1年を通
して様々な研修が行われています。

A

Q 採用までの流れについて教えてください。

近年の採用人数（令和６年度は10月採用も含む）
入局年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
採用者 10 11 9 7 8
行政系 7 11 7 4 7
技術系 3 0 2 3 1

A 最終合格発表
採用内定➡➡2次試験➡➡官庁訪問➡➡

業務説明会、
個別相談会、

若手職員座談会等
（任意）

➡➡国家一般職
1次試験➡➡

東北OPENゼミ
合同説明会 等

（3月頃、任意）

地下鉄  
37%

徒歩 
18%

ＪＲ
16%

バス
16%

自転車等
13%

事務官・技官の枠に
とらわれず、
様々な分野で

活躍しています！

通勤手段の割合

技官職員
の
割合

技官27％

事務官73％
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〒980-8403  宮城県仙台市青葉区本町３丁目３番1号
仙台合同庁舎B棟

経済産業省

Tohoku Bureau of Economy, 
Trade and Industry

東北経済産業局

TEL 022-221-4852

●ＪＲ仙台駅より徒歩15分
●地下鉄南北線勾当台公園駅より徒歩３分

仙台市役所
仙台合同庁舎A棟

東北経済産業局
（仙台合同庁舎B棟3・4・5階）宮城県庁

地下鉄

通
翠
晩

通
杉
上
宕
愛

通
丁
番
二
東

青葉通

広瀬通

定禅寺通

南町通

勾当台公園駅

広瀬通駅

仙台駅

JRあおば通駅
Ｒ
Ｊ
仙
台
駅

東北経済産業局では、ホームページ（職員採用情報のページ）において動画による組織紹介、先輩職員からの
メッセージなどを公開しています。東北経済産業局に関する情報が満載ですので、こちらもぜひ御覧下さい！
●職員採用情報のページは右記の QR コードよりアクセスをお願いします。

本パンフレットは令和５年度入局者の企画により制作しています


